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千歳市学校適応指導教室「おあしす」では

教育相談や活動を通して指導員との信頼関係を作り、基本的な

生活や学習等について指導・援助を行います。また、スポーツや

文化活動、その他各種の体験活動を行い、いろいろなことに興味･

関心を広げます。さらに、集団で活動することにより心の開放、

対人関係の改善を目指します。

指導の基本姿勢
· 保護者の方と教育相談を進めながら、問題の解決を図ります。

· お子さんの心に沿って相談し、不安や悩みの解消に努めます。

· 子ども達のなかで一緒に活動をしながら、自立ができるように援助をします。

· 学校の先生方と相談をしながら、お子さんが登校できるように援助をします。

おあしすでの活動

1． 開設について

· 月曜日から木曜日は９:３０～１４:３０、金曜日は９:３０～１２：００に開設しています。
· 休業日は土・日・祝日のほか、市内の小中学校の休業日に準じます。

(春休み、夏休み、秋休み、冬休みを含む)




前　期：　４月　８日（金）～１０月　５日（水）




後　期：１０月１３日（木）～　３月２２日（木）
２．施設概要

｢おあしす｣は千歳市青少年会館（東雲町1丁目10番地の1）内にあります。
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＜研修室＞

朝の会、帰りの会など、活動の中心

となっている場所です。パソコン、CD
ラジカセ、電動のこぎり、ミシン、電

子レンジなどがあり、学習用具や図画
工作、裁縫用具などもそろっています。

　[image: image3.jpg]


＜集会室＞　　　　　　　　　　　　　　　

中学生の定期テストや相談を行う場所
です。テレビもあります。

　　　　　　＜和室＞　　　　　　＜体育館＞
休憩用毛布もあるので、具合が悪く　　　　ミニバレー、卓球、バスケット
なったときに休むこともできます。冷　　　ボール、バドミントンなど様々な
蔵庫もあります。　　　　　　　　　　　　スポーツに取り組むことができます。
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３．指導体制

４名のスタッフが毎日３名ずつのローテーションを組んで指導にあたります。１名は、学校や家庭への連絡の窓口の担当となります。また、活動内容により外部講師を招いています。

４．時間割

	月～木
	金曜

	9:30

10:00

11:00

11:45

12:45

14:30
	朝の会

個別活動(学習)
※木曜は11：30まで

個別活動(ﾌﾘｰﾀｲﾑ)

昼食、休憩

集団活動

帰りの会
	9:30

10:00

11:00

12：00
	朝の会

個別活動(ﾏｲﾀｲﾑ)

週の反省、予定
清掃
帰りの会

	
	
	


＊　午後の集団活動の時間帯は、天候・活動内容等により弾力的に運用します。

＊　行事等の際は、終日の活動になります。

５．活動内容

＜個別活動＞

　　　　10時～11時（木曜は11時30分まで）は、個々に応じた学習の取り組みをしています。学習後は、自分で立てた計画に従って活動を行い、スタッフは必要に応じて一緒に活動をしたり、指導・助言を行います。
※筆記用具は必ず持たせてください。

＜マイタイム＞

「目的を持って活動する」ことを目ざし、毎週金曜日の10時から11時の1時間、事前に立てた計画を実行する時間とします。

＜集団活動＞

子ども達の状態に応じながら、グループによる多様な活動をすることによって、対人関係のもち方などを学びます。また、様々な体験活動を取り入れることにより、日頃の経験不足を補い、新しいものに挑戦する力を養います。


	各種スポーツ
	バスケットボール、バドミントン、ミニバレー、バレー、卓球　　　　
パークゴルフ、ドッヂボール、歩くスキー、ドッヂビー　等

	コミュニケーション活動　　　　　　　
	各種話し合い（行事の事前学習・準備）、新任教諭交流会、
適応指導教室交流会（スポーツ・百人一首）クリスマス発表会、
卒業生を送る会、お別れ会、コミュニケーションゲーム

	文化・学習活動
	図書館活動、映画鑑賞、書道教室、茶道・華道教室、百人一首、中学校音楽発表会鑑賞、札幌芸術の森見学

	自然体験活動
	農園作業、野外炊飯、札幌モエレ沼公園、円山動物園

	社会体験活動
	青葉公園ゴミ拾い、札幌市水道記念館

	宿泊研修
	ネイパル洞爺（２泊３日）

	科学・技術体験
	千歳科学技術大学（理科工房）、札幌市青少年科学館

	製作活動
	パン作り教室、農園看板作り、調理実習、クラフト、陶芸教室
メモリー製作


6． 相談・懇談

・お子さんがスタッフと信頼関係を結ぶこと、じっくり自分と向き合い進路などを考えることを目指し、日常の活動場面での相談活動、定期的な面談活動を行います。

・保護者の方とは、夏休みと冬休みに個人懇談、長期休業の前日に全体懇談会を行います。家庭での様子と｢おあしす｣での取り組みを交流します。

第１回保護者懇談会：　４月　８日(金)　
　　２３年度の「おあしす」活動内容について、保護者へのお願い

第２回保護者懇談会：　７月２２日(金)　

４月～７月の様子、野外炊飯、宿泊研修について　等
第３回保護者懇談会：１２月２２日(木)　

８月～１２月の様子、保護者・スタッフ学習会　等
第４回保護者懇談会：　３月２２日(木）
退級について、お別れ会

　　　

※各懇談の日程は、近くなりましたら文書にてお知らせ
いたしますので、ご確認ください。

７．入級の手続き
＜手続きの主な流れ＞
　　　
　　　　　　　　　　学校や関係機関での相談・紹介


見学通級（１週間～１ヶ月）


　　　　　　　　　　　　学校から教育委員会へ入級申し込み　　　　　　　　　入級決定
・入級の申し込みをする前に、１週間～１ヶ月程の見学通級期間を設けます。
この間に、本人や保護者の方と相談をしながら、実際に通えるかどうかの判断
をしていただきます。

・「おあしす」入級は学校から申し込みますので、学校とご相談ください。

・入級が決定しても転校にはならず、籍はもとの学校のままとなります。

＊注意事項
・通級開始後、「おあしす」活動の妨害やルールの逸脱等が見られ、指導員の指導にも従わない場合は、活動時間内であっても帰宅してもらうことがあります。
・前項の行動を繰り返す児童生徒は、通級を停止する場合があります。その際は、保護者本人、学校と改善に向けての話し合いを行います。
８．退級の手続き

· 学校復帰や卒業等によって、通級の必要性がなくなった場合は、退級の手続きをとります。

＜手続きの主な流れ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· ｢おあしす｣は年度ごとの開設のため、年度終了の時点で全員退級扱いとなります。

· 新年度に学校と本人、保護者の十分な話し合いを経て、継続通級するかどうかの判断をしていただきます。継続通級を希望する場合は、学校長より継続通級の申し込みをしていただきます。
今年度の主な活動計画





状態(学校復帰･卒業･転校等)の把握





校長から教育委員会へ相談





教育委員会での退級判断





退級決定
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